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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　7月　26日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　　　記録者　福士　一

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野

	準夜
	公休
	公休
	公休
	公休
	準夜
	休憩
	CD留守
	CD留守
	年休
	公休

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地

	準夜
	○
	深夜
	公休
	Ａ留守
	○
	公休
	公休
	○
	公休
	○

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	玉木
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津

	公休
	公休
	深夜
	公休
	公休
	公休
	深夜
	○
	公休
	公休
	CD留守


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・ＣＤユニットの冷房が直りました。冷房の使用の際は、窓を閉めたり、換気扇を止めるなどして、冷気が逃げないように徹底しましょう。また、こまめに温度をみながら温度調整をしていきましょう。

・夏物の衣類の準備が出来ていない患者様は、受持ちスタッフが介入するなどし、御家族にも連絡をしていきましょう。

・オムツや洗濯物の依頼など外部連絡をした際は、忘れずに通話記録に記載しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・向山　忠義様　～今月の尿検査の結果、潜血あり、白血球の増加の為、主治医指示にて毎食後の白湯200mlから300mlに変更となります。引き続き、血尿の有無・尿の色・残尿感・排尿痛の有無を観察していきましょう。

・塚田　昌　様　～今月の血液検査の結果、低蛋白血症との事。主治医指示にて栄養補助食品で対応していくとのことで、26日の朝から牛乳からメイバランスへ変更となり開始となっています。食事摂取量・両下肢の浮腫の程度、尿量の観察を行なっていきましょう。両下肢の浮腫に対し、適宜下肢挙上にて対応していきましょう。

・峰田　満男様　～今朝、声掛けには返答ありますが鈍さあり、閉眼したままの状態でした。バイタル異常はありません。食事摂取・内服もできていません。

　　　　　　　　　主治医診察、右の脳梗塞の疑いとの診断です。身体管理目的の為、

南Cユニットから南Bユニット101号室へ移動となっています。

食事・内服中止とし、点滴（ペンライブ500ml＋アスコルビン酸1A＋ダイビタミックス1A）3本指示あり、12：15より開始しています。


本日時点の指示として、食事は明日朝までは絶食、点滴明日昼に切れますので、指示受けお願いします。バイタルサイン測定・呼名反応の


程度・四肢可動領域の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　　御家族（娘様）へは状態報告し、オムツ（カバータイプ・尿とり）の

　　　　　　　　　使用許可いただいています。保護者の妻様へは娘様より伝えてくれるそうです。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット

本日のテーマ：「今月の評価・総括」

今月は何のテーマであったか。短期目標の評価。次回やってみたいテーマなど。

・佐々木　栄子様　～問いかけに対し、的外れの返答や妄想発言があり、介入要している

・玉井　悠作様　　～拒否なく参加するも、自主的な発言はなく表情にも硬さがある。

・山内　公博様　　～ＳＳＴ前は「何も知らないと答える」と、意欲低下の発言あるが、ＳＳＴが始まると、積極的に発言するなど前向きな姿勢である。
総括：目標を覚えていない方がいましたが、確認後は、至らなかった部分を振り返る事ができ、自己評価する事ができています。

Ｂユニット

本日のテーマ「今月の評価・総括」

今月は何のテーマであったか。短期目標の評価。次回やってみたいテーマなど。
・西沢　正様　　～割り込んで発言する事がありますが、説明後は周りの話を聞いてから話す事出来ています。

・吉田　寿雄様　～他者から離れて座っているものの、スタッフの質問に対しては、適切　

に返答している。途中退席もなく最後まで参加していること出来ている。

総括：話題がそれる事があるが、介入にて戻る事出来ています。積極的に発言する方が多く、円満に活動する事が出来ている。

ＣＤユニット

本日のテーマ「今月の評価・総括」

今月は何のテーマであったか。短期目標の評価。次回やってみたいテーマなど。
・丸屋　庄司様　～集団を拒否される為、個別で対応。その後は、拒否なく最後まで行う事出来ている。

・瀬川　はな様　～拒否なく参加。的外れな返答はあるも最後まで行う事出来ている。

総括：自己評価できない他者に対し、周りから評価しています。それにより、自己評価、また振り返りができています。

※ゆっくり歩行する患者様へは、SST開始10分前くらいに声掛けしましょう。

次回は月始めである為、短期目標の設定ですので、SST開始前に目標をたてて
おくよう声掛けしましょう。







